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２０２２年 ９月 ９日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ東海連合 第３９回定期大会 

組合員と家族の幸せ実現に向け、果敢に挑戦！ 

ＪＲ東海連合は９月６日、名古屋マリオットアソ

シアホテルにおいて第 39 回定期大会を開催した。

「将来にわたる組合員と家族の幸せ実現へ果敢にチ

ャレンジ！ＪＲ東海連合に結集する仲間の笑顔を

取り戻そう！！」をスローガンに、2022 年度の運動

方針を満場一致で決定し、グループ会社の発展と組

合員・家族の幸せ実現に向け、力強く運動を展開していく決意を固め合った。 

冒頭挨拶で尾内裕昭会長（ＪＲ 東海ユニオン中央執行委員長）は、①安全の確立、②

組織の充実・強化、③グループ全 体の労働条件の向上について所信を述べるととも

に、「長引くコロナ禍にウクライ ナ侵攻に端を発した物価上昇も相俟って、ＪＲ産

業を取り巻く経営環境は依然厳 しい状況が続く。こうした難局だからこそ、組合員

に寄り添い、愚直な取り組みを 進め、『ＯＮＥ ＴＥＡＭ』で新たな時代の運動を創

造していこう」と訴えた。 

来賓として、ＪＲ連合国会議員懇談会より榛葉

賀津也会長、ＪＲ東海より花原雄一執行役員人事

部長、室健二郎勤労課長、ＪＲ連合から荻山市朗会

長、鎗光俊勝労働政策局長が出席した。 

荻山会長は挨拶で、３産別共同行動をはじめと

したコロナ禍における取り組みに触れたうえで、

①産業政策、②労働政策、③組織強化・拡大について所

信を述べるとともに、ＪＲ連合結成 30 年の節目となる本年を次代の起点に据え、ＪＲ産

業の持続的な発展にむけ、責任ある運動を力強く推進していく決意を述べた。 

議事では、奥村敬弥事務局次長による 2021 年度経過報告の後、鎌田隆司事務局長より

2022 年度運動方針が提起された。その後、執行部から提起された議案に対して加盟各単

組 24 名の代議員から方針を補強すべく、コロナ禍における労使の取り組み、公的支援制

度の継続・拡充、組織間コミュニケーションの強化、2022 春闘の成果と課題、労働条件

の向上・福利厚生制度の充実に資する取り組み、総対話行動や意見交換会、教育活動等の

取り組みに関する意見等の発言があった。 

執行部答弁、総括答弁を経て、すべての議案が満

場一致で承認され、最後に尾内会長の団結ガンバ

ローで定期大会を締めくくった。 

代表挨拶を行うＪＲ東海連合 尾内会長（左）、 
来賓挨拶を行うＪＲ連合   荻山会長（右） 

活動経過を報告するＪＲ東海連合 奥村事務局次長（左）、 
運動方針を提起するＪＲ東海連合 鎌田事務局長（右） 


